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【地域魅力化応援隊員とは】 

総務省が制度化している「集落支援員制度（特別交付税措置）」の益田市版で、地域

の課題整理や住民同士の話し合いの促進等により、住民自治機能の強化を支援します。

地域魅力化応援隊員は、配置の希望があった地区に配置しています。 

 

令和７年度地域魅力化応援隊員名簿 

計 14 名

 № 配置先 活動地区 氏名 採用年月

 
1 益田公民館 益田地区 石川　祐子 令和４年 ４月

 
2 吉田公民館 吉田地区 石田　令子 平成 30 年４月

 
3 高津公民館 高津地区 梅津　梨紗 平成 29 年４月

 
4 安田公民館 安田地区 尼子　達夫 平成 27 年５月

 
5 鎌手公民館 鎌手地区 佐々木　浩臣 令和４年 ７月

 
6 種公民館 種地区 募集中 －

 
7 豊川公民館 豊川地区 岡﨑　友臣 平成 26 年４月

 
8 真砂公民館 真砂地区 石田　江里加 令和５年 11 月

 
9 豊田・西益田公民館 西益田地区 松蔭　保 令和７年 ４月

 
10 二条公民館 二条地区 長谷　美里 令和７年 12 月

 
11 美濃公民館 美濃地区 椋　慎吾 令和７年 ６月

 
12 小野公民館 小野地区 宮内　英之 平成 30 年４月

 
13 東仙道公民館 東仙道地区 青戸　美奈子 平成 28 年４月

 
14 匹見上公民館 匹見上地区 檜谷　望 令和３年 ４月

 
15 匹見下公民館 匹見下地区 寺西　泰一 令和４年 ９月



１．配置地区 
益田地区 
 

２．配置年月 
令和４年４月から 
 

３．活動の概要 
①活動の内容 
 
・役員会　計７回（見込み含む） 
・定期総会開催、資料作成 
・会計処理業務 

　　・監査会 
　　・だより作成 
　　・地域活動推進助成金事業（周知、受付、相談、会長・副会長承認会議等） 
　　・プロジェクト事業（文章作成、配布、打合せ、準備等） 
 

                      
 

 
 

 益田地区 
 

地域魅力化応援隊員　氏名　石川　祐子 
令和７年度における地域魅力化応援隊員業務について、次のとおり報告します。

定期総会 役員会 

プロジェクト事業情報共有会 地域活動推進助成金事業 



 
　②活動の成果及び効果 
・５月に開催した定期総会において、新たな「まちづくりプラン」および新役員が承

認され、今年度から新体制でのスタートとなった。 
・役員の交代があり、会長のみ前年度からの役員だが、その他の役員は全員新任とな

ったため、地域振興課に依頼し、「地域マネージャー勉強会」を実施。 
・地域活動推進助成金事業は、地区内で活動する団体や個人を対象に、策定したビジ

ョンに沿った活動に対し１団体・個人あたり上限５万円を助成する事業で、今年度は

１０件の申請があり、その内９件を承認し実施した。秋まつりや地域食堂、住吉神社

周辺及び池そうじなど様々な事業が展開された。少しずつでも地域の活動が根付いて

いってほしい。 
 
【地域活動推進助成金事業の様子】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・また、新しいチャレンジ応援補助金として、「まちづくり活動特別補助金」および

「協働のまちづくり事業補助金」についても地区内へ周知・募集を行っている。 
・プロジェクト事業では「子どもを核としたつながりプロジェクト」として関係団体

へ呼びかけ、情報共有会を３回開催した。グループトークや年間事業などの発表、ト

ークフォークダンス、マグネットトーク等を通じて、団体同士が顔の見える関係を築

く機会となり、今後の連携や相談につながる土台づくりができたのではないかと感じ

ている。 
 
 

秋まつり

地域食堂 池そうじ

つろうて来んちゃいデー 土手景観試験活動あそび隊



４．残された課題と今後の提案 

　今年度から部会制を廃止し、プロジェクト事業として、年度ごとに設定したテ

ーマに沿って活動してきた。今年度は取り組みを通して多くの気づきや課題が見

えてきたことから、来年度も同じテーマで継続して取り組むこととなった。 
来年度も関係団体のみなさまと目的や方向性を共有しながら、より納得感のあ

る形で連携を深め、活動を発展させていきたい。 
地域活動応援補助金事業では、昨年度本事業の実施を決定した際、地区の方々

が応募しやすいよう、審査を過度に厳格化せず、間口を広く公募を行った。その

結果多くの申請につながったが、一方で、審査基準が十分に整理されていない部

分もあり、判断が曖昧になる可能性があると感じている。今後は、もう少し一定

の基準を明確にした上で、公平性・透明性の確保に努めたい。 
 
５．地域魅力化応援隊員の活動を振り返って 

　今年度から新たな「まちづくりプラン」が始動し、現在は体制整備を進めなが

ら少しずつ着実に事業を展開しているところである。ただ、益田地区には貴重な

日本遺産構成文化財が多くあり、色々な可能性を持っているが、部会制廃止によ

り活かしきれていない状況にある。来年度からは公民館との連携・協力を更に深

めながら、益田地区の魅力を活かしたまちづくりをしていきたい。 

　



1. 配置地区 
吉田地区 
 

2. 配置年月 
平成３０年４月 
 

3. 活動の概要 
① 活動の内容 
１）地域自治組織の組織運営に対する支援（会議運営、事業企画・提案、まち

づくりプランの改定支援等） 
２）地域課題の整理及び情報の共有化（住民同士の話し合いの促進） 
３）住民自治機能の充実や機能強化の支援（地域課題解決のための活動支援） 
４）公民館・地域団体との連携 
５）各種研修会、担当者会議への参加 
 

②  活動の成果及び効果 
〇会議（総会・役員会・全体会）運営 
定期総会（5/17）　 

R6年度事業報告・決算報告、R7事業案・予算案、役員改選 
役員会（4/22・10/30・1/24・3/7） 
事業報告・事業計画、規約改正、役員改選について協議 

全体会（7/30・1/24） 
　第１回：研修「10年後の吉田地区」 
　　　　　組織改編案について 
　第２回：研修「益田市中山間地域振興基本計画について」 
 

〇安心安全なまちづくり部会の活動を支援 
防災班会議（5/17・9/20・2/28） 
吉田地区防災協議会（6/7・11/1・3/21） 

 吉田地区 
 

地域魅力化応援隊員　氏名　石田　令子 
令和７年度における地域魅力化応援隊員業務について、次のとおり報告します。

 

定期総会

 
第 2回　役員・運営委員全体会

  



　第１回：防災研修「福祉避難所について」 
　第２回：吉田地区防災訓練 
　第３回：「吉田地区防災装備品整備計画」作成に向けて協議 

 
安全班会議（9/20・12/20） 
通学路一斉見守り活動「吉田の見守りアイ」説明および意見交換会（4/12） 
通学路一斉見守り活動（5/13～5/16・10/14～10/17）、 
通学路危険ヵ所改善の要望提出（1/15） 
 

 
 
〇歴史文化を活かしたにぎわいづくり部会の活動を支援 
歴史文化班会議（9/21・12/6・2/14） 
歴史茶話会（6/14・9/27・12/6・2/14） 

R7年度テーマ：産業　まちににぎわいをもたらしたもの　　 
第１回：「鉱業　都茂丸山鉱山」　 
第２回：「漁業　日本海と高津川のめぐみ」 
第３回：「林業　匹見の富、広葉樹林」 
第４回：「繊維製造業　木質原料を用いた繊維の製造」 
 
ヨシダリーダーズ活動（小中高生放課後支援活動業務委託事業） 
（4/29・5/11・6/7・6/29・9/16・10/2・10/13・12/22・1/17・2/15・3/22） 
第１回：リーダーズ企画会議（年間計画、キャンプ内容について） 
第２回：オリジナルソングの作詞作曲 
第３回：キャンプ実施（美都自然の森） 
第４回：オリジナルカクテルの試作 
第５回：大正大学生との交流会の内容について検討 
第６回：大正大学生との交流会、コラボ企画について打ち合わせ 
　第７回：大正大学生とのコラボ企画 
　　　　　市民運動公園イベント「スポまる」へ出店 
第８回：朝市出店について協議 
第９回：「わいわい広場」へ出店（オリジナルクレープづくり） 
第 10回：職場体験（さんさん牧場） 

 

吉田地区防災訓練 通学路一斉見守り活動 
「吉田の見守りアイ（眼・愛）」



第 11回：キャンプ実施（田万川温泉キャンプ場） 

 
 
〇健康なまちづくり部会の活動を支援 
健康なまちづくり部会議（4/9・5/22・9/4・3/11） 
健康教室（6/22）「自分の脚で歩き続けるためのけんこう体操」 

〇まちづくりプラン等の策定支援 
・令和７年度活動報告・決算報告作成支援のほか、令和８年度活動計画・

予算作成の支援 
・令和８年度～令和１２年度の５カ年計画策定支援 
 
 
〇情報共有 
・会報誌・ウェブサイト・SNSを通じて、活動の共有化を図り、住民自
治機能の充実や機能の強化に努めた。 

 
 
〇公民館との連携、各種研修会への参加 
・公民館とは常に情報共有をしつつ活動を行った。 
・益田市地域づくりフォーラム他、各種研修会等に参加した。 

 
 
４．残された課題と今後の提案 

令和 7年度は、設立から 5年目にあたり、5カ年計画の最終年度となりま
した。昨年度より協議を進めてきた規約改正案について整理を行い、来年度

 

 歴史茶話会 
「産業　まちににぎわいをもたらしたもの」

ヨシダリーダーズ 
（出店：クレープ作り）

 
 
 
 
 
 
 
 



の総会に提出できるよう準備を整えました。今回の規約改正案では、住民

（会員）が協議会の活動に主体的に参加しやすくなるよう、仕組みの工夫を

盛り込みました。 
組織運営面での課題としては、後継者問題が挙げられます。現在の運営委

員の構成は 70歳代が約半数を占めています。次世代となる 40～50歳代の
委員もいますが、現役世代であるため活動への参加には制約が多い状況で

す。幸い、次世代のリーダーとなり得る委員は確保できていますが、一緒に

活動できる委員の数が絶対的に不足していることが大きな課題となっていま

す。 
規約改正案では、住民（会員）が地域課題の解決に参画しやすいよう工夫

を施し、定期的に運営委員の募集を行う予定です。しかし、それだけでは住

民の積極的な参加を待つ姿勢にとどまってしまいます。そこで、さらに一歩

進めて、地域づくりに関する勉強会やワークショップを、公民館と協働しな

がら楽しい雰囲気で開催できるよう提案したいと考えています。こうした次

世代育成に関する取り組みは、次期リーダーを中心に進めていくことが望ま

しいと考えています。 
また、地域マネージャー制度が吉田地区に適しているかどうかについて

は、次世代の運営委員の間でまだ十分な議論ができていません。そのため、

地域づくり勉強会の中にこのテーマを組み込み、議論を深めていくことを提

案したいと考えています。 
 

③ 地域魅力化応援隊員の活動を振り返って 
今年は、これまでの５年間の活動を総括し、来年度からの５カ年計画の策

定を中心に取り組んだ１年でした。令和３年の自治組織設立当初は手探りで

のスタートでしたが、３年目頃からようやく全体の様子が見え始め、当初の

構想どおりにはなかなか進まない現実も感じました。しかし、その状況を踏

まえ、現状に合わせて組織の形を柔軟に見直すことができたと考えていま

す。 
設立時の部会制度では、一般会員が新たに自治組織の活動へ参加しにくい

面がありました。そこで、まずは地域課題の調査・研究に誰もが関わりやす

い仕組みづくりに取り組みました。また、自治組織が住民にとってより身近

な存在となるよう、こちらから積極的に地域へ歩み寄る姿勢を大切にしてき

ました。忙しい子育て世代の方々でも参加しやすいよう、オンラインの活用

など会議のあり方も今後さらに工夫していきたいと考えています。 
次の５年間も、私たちのスローガンである「元気いっぱい ひとがつなが

るまち吉田」を大切にし、多くの方々と関わりを持ちながら活動を進めてい

きたいと思います。 
最後に、私は吉田地区自治協議会の皆さんとともに活動できたことで、こ

の１年間がとても充実したものになりました。これからも役員・運営委員、

そして住民の皆さんと協力しながら地域づくりに参加していきたいと思いま

す。また、その活動が楽しく、自然と仲間が増えていくような環境づくりに

も努めていきたいと考えています。



1. 配置地区 
高津地区 

 
2. 配置年月 

平成 29 年 4 月 
 

3. 活動の概要 
① 活動の内容 
 

＜全体として＞ 
・役員改選があった。２名新しく役員が入れ替わり、新体制となった 
・会の方針である「目の前の課題へ、出来る事から」具体的に取り組んだ 
・情報発信の手段としては、年 4 回の「広報高津」を発行し地区内へ回覧、高津公民

館内に活動の様子を掲示。会議や活動等の様子を随時ＳＮＳでも発信、告知端末放

送の活用もし、情報発信・周知を行っている 
・ひとまろフェスタにはどの部会も関わり開催した。今年度も公民館の高津地区文化

祭を同日開催し地域が賑わった 
 
＜部会活動＞ 
◆歴史・伝統文化の薫るまち部会 
・今年度も、ふるさと教育デジタルアーカイブ事業に取り組むため、県立大学との共

同研究事業を活用し、小学校と連携しながら活用してもらえる教材を作成中。今年

度は AI を活用し、デジタル民話を作成。毎年、3 年生が高

津十景を学習するにあたって、子ども達の興味関心を引き、

学習の入口となるようデジタル民話作成（小学校からの要

望）出来上がったデジタル民話を 3 年生に披露した。併せ

て今年度も、デジタル化した高津十景のチラシを小学校へ

配布し周知を図った                          
　　また、「高津の街並み」をテーマに高津の街並みが分かる古写真収集をし、動画・

写真・資料を地図上にまとめ、高津の街並みや暮らしの変遷がわかるように、次世

代に伝える活動に取り組んでいる 
・螺灯キャンドルを作成し、10/12（日）のひとまろフェス

タで高津川沿いを彩るべく、10/1（金）に「歴史をしって 
ひとまろフェスタで灯す キャンドル作り」講座を連理松

センターで実施。150 個の螺灯キャンドルを作成した。明

誠高校生 2 名が参加し小学生のサポートにあたってくれ

た。キャンドル作りに併せて、高津蝋座石臼、松崎の郷の現地説明をし、かつて蝋

の生産で潤った高津の歴史と柿本人麿の歴史を学んだ 

 高津地区 
 

地域魅力化応援隊員　氏名　梅津　梨紗 
令和 7年度における地域魅力化応援隊員業務について、次のとおり報告します。



・10/12（日）ひとまろフェスタにて螺灯キャンドルのライトアッ

プで賑わいづくりを創出 
 
◆安全・安心なまち部会 
・翔陽高校 JRC 部に協力してもらい、「特殊詐欺被害防止教

室＆スマホ教室相談会」を連理松センターで実施。参加さ

れた方が自分の自治会でも開催したいという要望から緑ヶ

丘第一自治会、第二自治会、緑ヶ丘南自治会を中心とした地域で、第二弾の教室

も行われた 
・今年度 2 回、小学生、中学生、中学校教員、地域住民とで高津

中学校線路側入り口に翔陽高校の花を植えた。今後も、管理な

どの事も考えながら、花を植える場所を検討し、花いっぱい運

動を進めていく 
・浜寄地区の通学路に 4 センチ地盤沈下した場所があった。子どもがつまずきケガ

をすることもあることから、市へ要望し補修してもらった。今後も、通学路の安

全確認を進めていく 
・10/12（日）ひとまろフェスタにて警備・見守り活動を行った 
・浜地区の危険箇所（郵便局付近のカーブになっている十字路）で警察、小学校と

で朝の登校時間にあわせて交通指導を行った 
・Ｒ８年の入学児童 55 名分の「いかのおすし」プチタオルを小学校へ贈呈 
・R3 年に設置した持石・三里ヶ浜地区の防犯カメラの動作確認を行った 

 
◆つながり部会 
・原則毎月第 2・第 4 木曜日 10：00～11：00 に「ありがた市」を開催。開催から

3 年目を迎えた 
・主催として 2 回目となる「万葉の里 
ひとまろフェスタ」を 10/12（日）

に開催。ひとまろフェスタとしては

4 回目の開催となった。今年度も高

津地区文化祭と同日開催し、高津公民館と連携しながら実施した 
 
② 活動の成果及び効果　 
・ありがた市へ今年度も新しく出店仲間・ボランティアスタッフが増え賑わいが増

した。今後も集いの場となるよう継続を目指す 
 
・今年度も県立大学との共同研究事業を活用し、現在と昔の高津の街並みをマップ

に落とし込む活動に取り組むことにした。その為に、高津地域の古写真を収集中。 
また、高津小学校からの要望で高津十景をデジタル民話・紙芝居にし、高津十

景を学ぶための入口となるような、教材を作成。出来上がったデジタル民話・紙

芝居を披露するため部員が出前授業を行った 
 
・毎日の子どもの見守り、ウォーキングをしながらの「ながら見守り」などを呼び



かけ、日々の地域の安全・安心なまちづくりを実践している。また、通学路の危

険個所の修復工事も行い、子ども達は安心して登下校ができるようになった 
 
・万葉の里ひとまろフェスタを開催。異世代間交流をとおして、人と人との繋がり、

根本的な関係づくりを図った。今年度も、高津公民館の文化祭と同日開催し、そ

れぞれに役割をもち、連携しながら開催できた 
 
4. 残された課題と今後の提案 
・情報発信、住民周知、周知方法 
・部会でしっかりと協議し、役員会で３部会の活動内容等を共有しながら事業を進

めていく。協力できることは互いに助け合う。 
・関わる、動く人の固定化。一緒に計画、活動してくれる人を増やす必要がある。 
・部会や会員への負担軽減 
・他団体との連携 

 
5. 地域魅力化応援隊員の活動を振り返って 
　設立 5 年目、今年度は役員改選があり役員が入れ替わり、新しいメンバーで活動

をスタートした。メンバーが入れ替わったこともあり、新しい発想も生まれ、部会

の活動にも変化があったと感じている。会としての活動はこれまでよりも増えてき

たが、関わる人の固定化、動く人への負担が軽減されないのが課題である。　 
本会の認識を高めること、また、関わる人を増やし、人材確保への仕掛けや取り

組みを意識し、活動する必要があると感じている。また、部会体制についてもしっ

かり協議し、3 期目のプラン作りが必要。 
　今後も、公民館や他団体と協力しながら、「万葉の里 未来の会」の想いや活動が

沢山の方へ届いてくれることを願っています。



1. 配置地区 
安田地区 
 

2. 配置年月 
平成２７年５月 
 

3. 活動の概要 
① 活動の内容 
・平成２９年３月１８日に臨時総会を開催し地域自治組織を立ち上げ、平成２９

年４月２４日に総会を開催し「地域自治組織安田地域づくり協議会」を設立、平成

２９年５月１８日に自治組織として正式に益田市の認定を受けました。そして、平

成３０年５月１日付けで一般社団法人化し、平成３０年５月２４日に安田地域づく

り協議会の財産の寄付を受け一般社団法人安田地域づくり協議会として再出発し

ました。　 
・令和７年６月５日に一般社団法人安田地域づくり協議会総会を開催しました。

令和６年度（第七期）の一般社団法人安田地域づくり協議会の実績及び決算報告、

税務申告書提出、監査報告を行い承認可決しました。次に、令和７年度（第八期）

の一般社団法人安田地域づくり協議会の事業計画案及び予算案について協議し承

認可決しました。 
　　・今年度の取組みは、「やすだ村ええもん市」「史跡遺跡整備」「環境整備」「地域

内買物支援」の非営利事業と、営利事業の「地域お助け隊」「パンカフェ営業委託」

事業があります。今年度１１月から新たに非営利事業「安田地区お出かけ支援事業」

を開始しました。 
『やすだ村ええもん市』事業 
　　安田地域で生産された農作物、手作り品、加工品などの販売を通して農産物の生

産、加工、独自商品の開発などを行い地域住民の生き甲斐づくりと地域活性化を図

ります。今年度は７月６日、１０月５日、１２月７日に開催しました、出店者は毎

回２０名前後、来場者数２００名前後と大盛況でした。また、「駅パンくるくる」の

集客を目的として石見津田駅での土曜朝市を毎月第四土曜日の１０時から１１時

３０分まで開催しています。毎月第四土曜日開催が定着し、地域の皆様が来店され

元気に楽しく交流されている姿をみることができています。 
 
 
 
 
 
 

 安田地区 
 

地域魅力化応援隊員　氏名　尼子　達夫 
令和７年度における地域魅力化応援隊員業務について、次のとおり報告します。



 
『地域お助け隊』事業 
　　地域の高齢化が進み、作業が困難な住民に代わって有償で草刈り・伐採作業を代

行する「地域お助け隊」を結成して１１年目となりました。知名度も上がり安定して

需要があります。地域住民が安心して暮らせる環境づくりと作業従事者の生き甲斐づ

くりに貢献しています。現在登録作業従事者は男性１６名、女性３名、令和７年４月

から令和７年１２月までの受注件数は１１１件、うち草刈剪定作業が８８件、伐採作

業が１２件、墓掃除が５件、その他６件です。 
 
 
 
 
 
 
 
『史跡・遺跡整備』事業 

　旧山陰道、丸山公園の整備を行い、歴史の伝承事業に取り組み保存してきた先駆者

たちの業績を周知する事で、地域の方に安田人としての誇りを持たせます。安田地区

に残る旧山陰道と丸山公園の草刈を年２回実施しました。木部境～津田峠橋、寺町～

鹿田峠、石西トーヨー販売～東町境、丸山公園の４地区で作業しました。 

第一回目　令和７年６月２２日（日）ＡＭ７：００～９：００　参加者：４２名 

第二回目　令和７年１０月１９日（日）ＡＭ７：００～９：００　参加者：３４名 

 
 
 
 
 
 
 
　『地域環境整備』事業 

　地域の環境美化をすすめ、住民が明るく快適に暮らせる環境を守ります。 

新たに始めた「コスモスの里づくり」事業では、地域の皆様の力強い作業協力で公民

館近くの休耕地にコスモス、彼岸花、水仙を栽培し、景観の美化を進めてきました。

今年度は１０月１２日に絶好の秋日和の下に健康ウォークを開催し、安田地区民のみ

ならず各地区から多くの方々が参加され、終了後は安田婦人会さんが準備された炊き

込みご飯と豚汁でお腹を満たし、心地よい一日を過ごされました。 

 
 
 
 
 






